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研究成果の概要（和文）： 

１）既存の嗅覚システム利用型パターン認識において、認識のための学習時間が大幅に短縮可
能なパターン認識モデルを開発した。２）情動と学習を融合した情動融合型学習モデルを開発
した．３）過去に学習・記銘した記憶システムの記銘パターン群（類似環境群）の中から、現
環境に対応した記憶（環境）を識別する方法を開発した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

1)In the pattern recognition model using the olfactory system, we developed the model  

which takes less time for learning than the conventional model to recognize a certain  

pattern. 2)An emotion incorporated reinforcement learning system was developed. 3)The 

method to identify the memorized environment, corresponding to the current environment, 

among the similar environments in the memory system was developed. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
近年，非侵襲計測技術（CT，PET，fMRI な

ど）の発展により，脳の高次機能に関する実
験的な研究成果が飛躍的に上がってきてお
り，その最新の研究成果は神経回路網理論や
脳型情報処理システムなど，多くの分野に利
用されてきている．しかしながら、脳の高次
機能中，視覚系に関する研究が飛躍的に進ん
でいる中で，聴覚系，味覚系，嗅覚系の研究
は未だ不十分であり，嗅覚系に至っては，非

常に研究者が尐なく，嗅覚系に関する研究は
全く不十分である。 

  
２．研究の目的 
 

嗅覚系は申請者らが研究対象としている
記憶・学習とも密接にかかわっており，本研
究では，記憶系・学習理論との連携を考慮し
た嗅覚システムの数理モデルの構築を目的
とする．そして，そのモデルの工学的利用法
の提案である． 
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３．研究の方法 
 
これまで研究代表者らが行ってきた、脳の

記憶系、脳の学習系の研究の結果得られた記
憶システム、学習システムをベースとして、
これらと融合し、融合型制御システムへの応
用展開を図りながら、下記テーマを進めてき
た。 

(1)嗅覚系のパターン認識方法 

(2)低次嗅覚系の脳の高次系とのインタフェ
ース 

(3)嗅覚系と情動・記憶系、制御系との連携 

 

４．研究成果 
(1)低次嗅覚システムにおける新たな特徴法
を利用した認識モデルを開発した。 
(2)低次嗅覚系と高次嗅覚系とのインタフェ
ース部において、高次系へ送られるデータ特
徴は入力データの各成分の強さのみで、パタ
ーンではない（入力データの組合せが変わっ
ても同一データとみなす）ことをシミュレー
ションレベルで確認した。 
(3)匂いや環境情報等の入力に対し、その価 
値をエージェント内で評価する価値システ
ムや情動モデルを構築し、既存の学習モデル
と融合した新たな学習モデルを開発した。 
(4)エージェントが複数の環境を経験する 
状況において、エージェントが適切な行動を
学習し、その有効な経験を記憶系へ埋め込み、
必要に応じて経験記憶の中から、エージェン
トが現在遭遇している環境に対応した記憶
を、効率的かつ、より正確に取り出せる入出
力モデルを開発した。 
(5)制御系への応用展開の中で、新たな学
習・適応制御方式を開発した。 
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